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社内ネットワーク

DBサーバー

①WEBサーバー
WEBサーバーはWindowsまたはIBMiで構築可能です。

②アプリケーション
アプリケーションはZendFrameworkを利用した各種のテンプレートを使用して構成されています。
ワークフローアプリケーションはフォームごとの業務アプリケーションとワークフロー共通機能のワークフローエンジンで構成されます。
ワークフローエンジンには申請、承認の登録・修正・照会業務およびワークフローに必要なマスターの保守が含まれます。
フォームアプリケーションはフォーム（申請書）ごとに開発いたします。

③DBインタフェース
WEBサーバーがWindowsサーバー、DBサーバーがIBMiの場合、DB400とのインタフェースとしてDB2コネクトまたはODBCを使用します。

④DBサーバー
DBサーバーはIBMiのDB400を前提としており、既存のアプリケーションへの連動が容易におこなえます。
（WindowsサーバーのMySQLでDBサーバーを構成することも可能です。）

⑤ブラウザ
WEBアプリケーションで構築されているため、処理はすべてブラウザで行います。

１．システム構成
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２．システムの特長（1/4）

１．各アクション（申請・承認）をおこなうグループおよびそのメンバーをマスターで設定することにより、経路指定に柔軟に対応できます。
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同一ﾒﾝﾊﾞｰを複数ｸﾞﾙｰﾌﾟに設定するこ
とができます。（プロジェクトタイプ）

ﾒﾝﾊﾞｰa,bはｸﾞﾙｰﾌﾟAのﾒﾝﾊﾞｰと同一人
です。ﾒﾝﾊﾞｰgはｸﾞﾙｰﾌﾟBのメンバーと
同一人です。

組織・プロジェクトなどのまとまりをグループとして、それを構成するユーザーをメンバーとして
設定します。
グループには１名の承認権限者を設定します。
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２．システムの特長（2/4）

通常経路の設定例

グループC

メンバー

グループA

メンバー

グループD

メンバー

a c

e

g

f

b

d

起票申請

承認依頼

承認依頼

最終承認

２．承認経路をフォーム（申請文書）ごとにあらかじめ設定しておくことにより、申請時に申請者に応じた承認経路が自動的に作成されます。
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１つのレベルに承認者
を複数設定する例。

次承認に進むための条
件（必要承認者人数）
を設定しておきます。

直属の上司を承認者として設定する例

4



２．システムの特長（3/4）

３．事前の設定により、経路変更に対して柔軟に対応することができます。

a

代理申請

申請者

cb

代理人 承認者

申請者不在時に代理人が申請します。
代理人を下記の設定であらかじめ登録しておきます。
・登録された代理人が常に有効
・特定のフォーム（申請文書）のみ有効

承認者不在時に代理人が承認します。
代理人を下記の設定であらかじめ登録しておきます。
・登録された代理人が常に有効
・特定のフォーム（申請文書）のみ有効
・特定経路にのみ有効（申請以降に設定）

a

代理承認

申請者

c

承認者 代理人

b

承認者のレベル上位承認者が承認します。
フォームごとに引上げ承認が可能かどうかを設定します。
申請後に承認経路の明細ごとに変更が可能です。

a

引上承認

申請者

c

承認者 承認者

b
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２．システムの特長（4/4）

４．承認操作により、経路変更に対して柔軟に対応することができます。

承認者が自分よりも前の承認者まで戻します。

承認者が申請者まで戻します。

申請者がワークフローを中止させます。
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b
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6



３．機能のご紹介（1/5）

【共通マスター登録】
区分一覧：区分マスターの一覧表示、登録・修正をおこないます。
採番一覧：採番マスターの一覧表示、登録・修正をおこないます。

【ワークフローマスター】
ユーザー一覧：ユーザーマスターの一覧表示、登録・修正をおこないます。
グループ一覧：グループマスターの一覧表示、グループマスターおよびグループメンバーマスターの登録・修正を行います。
フォーム一覧：フォームマスターの一覧表示、フォームマスターおよび承認経路マスター、承認条件マスターの登録・修正を行います。
代理人一覧：代理人マスターの一覧表示、登録・修正をおこないます。
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３．機能のご紹介（2/5）

フォーム一覧からフォームマスター保守へ

フォーム一覧から承認経路マスター保守へ

フォーム一覧から承認経路照会を経由して
承認条件マスター保守へ
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３．機能のご紹介（3/5）

【ワークフローメニュー】
申請一覧：申請データを一覧表示します。一覧表示から承認処理前の修正、削除および申請の取下げ（中止）の処理が可能です。
承認一覧：承認データを一覧表示します。一覧表示から承認処理（承認、否認、差戻）を行います。
これらの対象データはログインユーザーの権限にもとづいて決定され表示されます。
また、申請・承認で代理人が登録されている場合は、代理人による処理が可能となります。

【新規申請】
サンプル処理として「旅費精算申請」が処理可能となっています。
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３．機能のご紹介（4/5）

【旅費申請のサンプル】

申請時項を入力し、申請を行うと承認経路が設定され、確
認が面が表示されます。

マスターに事前登録されている承認
経路より実際の承認経路が作成され
表示されます。

登録されて
いる印影が
表示されま
す。

申請のサンプル
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３．機能のご紹介（5/5）

承認のサンプル

【旅費承認のサンプル】

承認一覧でログインユーザーの承認が必要な申請が一覧
表示覚ます。
承認する行を選択して承認結果を入力します。

現在の承認に相当する経路がわかり
ます。
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